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第
6
回
全
労
済
大
阪
府
本
部
代
表
者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た。

2
0
1
5
年
7
月
3
1
日（
金）
ク
レ
オ
大
阪
中
央
に
て 、
第
6
回
全
労
済
大
阪
府
本
部
代
表
者

会
議
を
開
催
し
ま
し
た 。
主
怠
ご
報
告
は、
次
の
2
点
で
す 。
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28152037

全労済大阪府本部
（全大阪労働者共済生活協同組合）
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《

2
0
1
5
年
度
活
動
計
画【
活
動
の
基
調】》

－
組
合
員・
協
力
団
体
か
ら
信
頼
さ
れ 、
選
択

さ
れ
る
組
織
を
め
ざ
し 、
魅
力
的
な
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
に
よ
り 、
総
合
的
な
組
織
力
が
発

揮
で
き
る
組
織
基
盤へ
と
整
備
し
ま
す。

－
組
合
員・
協
力
団
体
のニ
1

ズ
を
反
映
し
迅

速
な
対
応
が
で
き
る
推
進
体
制
づ
く
り
と 、
最

大
限
の
効
果
を
発
揮
す
る
推
進
手
法
の
見
直
し

ゃ
推
進
機
会
の
拡
大・
創
出
に
よっ
て 、
推
進
基

盤
を
強
化
し
ま
す 。

－
組
合
員・
協
力
団
体
と
の
関
係
を
深
耕
し 、

全
労
済
運
動
の
拡
大・
浸
透
と 、
健
全
で
安
定

し
た
事
業
を
可
能
と
す
る
事
業
基
盤
を
確
立

し
ま
す 。

全
労
済
大
阪
府
本
部
は 、
私
た
ち
の
理
念
で

あ
る「
み
ん
な
で
た
す
け
あ
い 、
豊
か
で
安
心
で

き
る
社
会
づ
く
り」
の
実
現
と「
よ
り
魅
力
的
な

保
障
の
生
協」
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
活
動

を
展
開
し
ま
す。

引
き
続
き 、
皆
さ
ま
の
ご
支
援・
ご
協
力
を

お
願い
申
し
あ
げ
ま
す 。

1
2
0
1
4
年
度
事
業
報
告

（
1）
活
動
状
況

2
0
1
4
年
度
は
全
労
済
の
2
0
1
4
年
度

1
2
0
1
7
年
度
中
期
経
営
政
策（
以
後

「
Z
e
t
w
o
r
k
－

6
0」
とい
う）
の
ス
タ
ー

ト
を
切
る
年
度
で
あ
る
と
と
も
に 、
全
労
済
運

動（
大
阪
労
済）
創
立
6
0
周
年
を
迎
え
る
重

要
な
年
度
と
し
て
位
置
づ
け
ま
し
た 。

全
労
済
運
動（
大
阪
労
済）
創
立
6
0
周
年

事
業
で
は 、
組
合
員
と
の
接
点
を
強
化
す
る
活

動（
各
種
イベ
ン
ト） 、

認
知
度
を
高
め
る
活
動

（
広
報
宣
伝
活
動） 、「
た
す
け
あ
う
社
会
づ
く

り」
を
め
ざ
す
活
動 、
推
進
機
構
と
連
携
し
た

推
進
活
動
を
展
開
し
ま
し
た 。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て 、
あ
ら
た
め
て
組
合

員・
協
力
団
体
と
の
接
点
の
大
切
さ
を
実
感
す
る

と
と
も
に
職
員一
人一
人
の
意
識
と
行
動
の
変
化

を
生
み
出
し 、
事
業
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た 。

（
2）
事
業
状
況

2
0
1
4
年
度
末
の
受
託
事
業
を
含
め
た
事

業
実
績
は 、
約
2
2
9
万
4
千
件（
対
前
年
度
比

企
6
3 ，
0
4
7
件） 、
約
2
億
6 ，
2
9
7
万
3
千

口（
対
前
年
度
比
企
I ，
0
5
3 ，
1
1
5
口）
と
な

り
ま
し
た 。
ま
た 、
予
定
付
加
掛
金
収
入
の
増

加
率
は企
0 ．
9
1
%
と
な
り
ま
し
た 。

2
2
0
1
5
年
度
事
業
計
画

2
0
1
5
年
度
は
Z
e
t
w
o
r
k
－

6
0
の

2
年
目
と
な
る
年
度
で
あ
り 、
ま
た
大
阪
府
本

部
に
お
い
て
は
創
立
6
0
周
年
で
取
り
組
ん
だ

様
々
な
活
動
か
ら
得
た
経
験
を
活
か
し 、
事
業

を
回
復・
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
基
礎
と
骨
組
み

を
しっ
か
り
と
組
み
立
て
る
重
要
な
年
度
と
位

置
付
け 、
活
動
を
展
開
し
ま
す 。

全労済大阪府本部からのお知らせ
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営業時間・平日 9:00～17:00（土・日・祝‘年凍年始は休業）

干590-0075
堺市堺区南花田口町2-3-10
セントラル甥1F
tel.072・233・6312

E保障について、疑問に忽われていることやご不明怒ととはございま世んか？｜
l全労済スタッフが親身になってお応えいたします。また、全労済では、さまざま｜
l怠Jスクに合った保障をご用意しております。ぜひこの機会にご自身の保障、l
｜ご家族の保障について考えてみませんか1 ｜ 

全労済大阪府本部は、 2015年8月10日（月）に
共済ショップ街回をオープンしました！

!I • 阪急電鉄I梅田j駅から徒歩3分、
: ( / :' JR I大飯j駅から徒歩4分と駅からも近く

J利便性のよいロケーションです。
お昼休みやショッピンク．

の合問、
お仕事帰りなどにどうぞお立ち寄りください。
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再
開
固
且
回
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に
的
江

9
月
ロ
日
倒・
大
阪
南
晴
樹
欄

・阪商
重文化セン
マ
享ダホー
談
室B（午後、時半5午後4時
両
県…刊

以

也
抗い町
県

ω

月
げ
骨
中
山・
大
阪
市
股
間

．エル・おおさか本館叩
階松の間（
器官時半5午後4
時）
長
特
内
町

：
金
定
釘
即

日
月
M
日
出・
北
河
内
内
郡
岬

J
1

司

1

ミ

る

を

氏

・四
鐘
事
露合セン世

I
3

雲
墾4（午後
1時半
S午後

会
セ

酎
一輝
瑚

桂
米
園
治
ぷ
が
経
験
交
え
語
る

人
間
国
宝
で 、
落
語
界
で
初

め
て
文
化
勲
章
を
受
章
し
た

故・
桂
米
朝
師
匠
は
今
年
3
月

に
他
界
さ
れ
た 。

父
で
あ
る
そ
の
師
匠
の
も
と

に
初
歳
の
と
き
に
入
門
し
弟
子

と
な
り 、
以
後
映
画
や
テ
レ
ビ

で
も
活
躍
し
て
き
た
枝
米
闇
治

さ
ん
が 、
エ
ル・
お
お
さ
か
南

館・
南
ホ
l

ル
で
8
月
お
日 、

「
日
本
文
化
を
知
る
こ
と
が
こ

れ
か
ら
の
リ
ー

ダ
ー」
i

落

語 、
こ
の
素
晴
ら
し
き
話
芸
ー

を
演
題
に
講
演
会
を
行っ
た 。

当
日
は
台
風
日
号
の
影
響
も

あ
っ
て
あ
い
に
く
の
雨
と
な

り 、
人
の
足
が
心
配
さ
れ
た

が 、
1
3
7
人
の
参
加
者
は
笑

い
の
中
で
と
き
に
神
妙
に 、
と

き
に
独
自
の
大
阪
文
化
の
特
徴

を
見
抜
く
語
り
に
納
得
の
表
情

を
浮
か
べ
た 。

〈
講
演
の
主
な
内
容〉
1
9
7

8
年
に
米
朝一
門
に
入
門
し 、

小
米
朝
と
名
乗
っ
て
い
た
と
き

の
苦
労
話
か
ら
語
り
始
め 、
今

年
3
月
の
父
親
の
ド
タ
パ
タ
の

葬
儀
の
状
祝
や
そ
の
折
の
著
名

な
上
方
落
語
家
ら
と
の
裏
話
な

ど
が
語
ら
れ
た 。
ま
た 、
実
の

親
に
弟
子
入
り
す
る
苦
労
と
ま

わ
り
の
回
線
（
世
間
体）
と
の

違
い
な
ど
思
い
出
は
尽
き
な
い

と
ば
か
り
に
話
し
た 。

一
方 、
小
米
朝
と
名
乗っ
て

い
た
時
代
に 、
市
川
屋
監
督
の

映
画
「
細
雪こ
に
キ
ャ

ス
テ
イ

ン
グ
さ
れ 、
落
語
の
世
界
と
は

違
う
文
化
に
触
れ 、
大
き
な
衝

撃
を
受
け
た
こ
と 、
ラ
ジ
オ
の

番
組
で
フ
ォ
ー

ク
歌
手
の
高
石

と
も
や
と
の
出
会
い
の
折
り
に

軽
は
ず
み
で
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ

ン
に
参
加
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
に
なっ
た
こ
と
や
そ
の
貴
重

な
経
験
談
も
話
し
た 。

最
後
に
落
語
は
唯一
「
解
説

書
の
な
い
話
芸」
だ
と一五
い 、

弟
子
の
桂
慶
治
郎
に
話
の
枕
を

し
ゃ

べ
ら
せ 、
話
術一
つ
で
屋

敷
の
大
き
さ
や
相
手
の
器
量
ま

で
も
表
現
で
さ
る
こ
と
を
参
加

者
に
伝
え
た 。
落
語
で
和
服
や

扇
子
と
手
ぬ
ぐ
い
を
常
に
手
に

す
る
の
は
落
語
発
祥
時
の
庶
民

の
ス
タ
イ
ル
か
ら
来
て
い
る
も

の
で
あ
り 、
何
よ
り
も
日
本
の

文
化
を
真
剣
に
知
る
こ
と
の
意

義
を
伝
え
て
講
演
を
終
え
た 。

...「日本文化を知ることが、 乙れからのυ ーダ－Jをテーマに桂米圃治師匠が語った

http://www.osakarofukukyo. O「jp/

・大阪労福協メール：osaka「ofukukyo@yahoo.co.jp

が
秋
の
花 。
日
本
女
性
の
美

し
さ
を
象
徴
す
る
撫
子（
な

で
し
と）
の
花 。
平
安
女
性

た
ち
が
乾
操
さ
せ
て
十
二
単

（
ひ
と
え）
に
そ
の
香
り
を
忍

ば
せ
た
と
い
う
藤
袴（
ふ
じ

ば
か
ま） 。
地
味
な
薄（
す
ず

き）
も 、
秋
の
七
草
の一
つ

萩
の
花
も 、
秋
の
風
情
に
溢

れ
て
い
て 、
物
の
哀
れ
を
感

じ
さ
せ
る
・
散
歩
の
途
中
で

か
わ
い
い
虫
た
ち
に
出
会
う

場
面
も
増
え
て
く
る 。
足
元

で
は
幡
僻（
乙
お
ろ
ぎ）
の
芙

し
い
声 。
閣
魔（
え
ん
ま）
螺

障
な
ど
は
漢
字
で
普
く
だ
け

で
と
て
も
怖
そ
う 。
昔
は
キ

リ
ギ
リ
ス
の
こ
と
を
螺
僻
と

呼
ん
で
い
た
そ
う
だ
か
ら 、

怠
け
者
の
「
汚
名」
を
着
せ

ら
れ
て
い
た
か
わ
い
そ
う
な

虫
・
秋
の
夕
日
は
つ
る
ベ
落

と
し 。
家
路
を
急
い
だ
方
が

よ
さ
そ
う
だ 。

秋
の
話 。
9

月
は
暦
の
上
で

は
立
派
な
秋
だ

と
い
え
る
が 、

前
半
は
ま
だ
暑

さ
も
残
る 。
し

か
し 、
心
地
よ

い
夜
の
風 、
中

秋
の
名
月 、
日

増
し
に
夜
が
長
く
な
る
と
秋

本
番
・
そ
の
ま
ま
い
け
る
だ

け
で
不
思
議
に
絵
と
な
る
の

(1) 2015年 9 月 1 日

9月号

ラポール［raport仏］
相互の信頼関係、 つ
ながり、 関係の意。
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